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〔特 別 掲 載〕

（東京女医大二三30巻第10号頁2024－2038昭和35年10月）

溺死体及び溺死ウサギ諸臓器における

プランクトンの研究

東京女子医科大学法医学教室（主任 吉成京子教授）

田  村
タ      ムラ

リ ツ

（受付昭和35年8月25日）

       1。 緒     言

 いわゆる水死体を発見した二合は，これが果して溺死

したものであるか或は他の原因で死亡した後，水死体と

なって発見されたものであるかについては古くから法医

学上の問題となっている。

 溺死体の解剖所見1）として定型的溺死では急性死の徴

候（結膜，各粘膜下及び各漿膜下等の盗血点，血液の流

動性，内臓諸臓器のうつ血等）の他に肺臓にBallonne－

ment気嚢状膨大気管内白色泡沫，声門水腫及び脾臓の

収縮，貧血並びに胃，十二指腸内二水証明等ががみられ

るが，葬定型的な所見を呈している揚合には溺死か否か

の判定を下すのはむずかしく，左心血及び右心血の性質

の差（比電気伝導度，粘稠度，氷点降下度等）により，

又肺臓内に溺zkないしは溺永中に含まれる異物としてプ

ランクトンや糞土死時における虫卵の証明は早くから研

究され，内外の文献にもその業績が発表されている。

 Mueller2）及びその門下の人達は永浴既往を持つ定型

的な水死体における肺末梢部に溺水と同様硅藻を発見

し，我が国においてはすでに1925年，市田3）は溺死体肺

に福色細胞の出現について発表し，次いで友永は溺死体

の溺液中の硅藻証明に対する灰化法の応用についての

べ，さらに友永4）及びその門下は長崎県下における溺死

体について実験を行ない，諸臓器の疏影法に成り肝及び

び腎等の内臓々器内に硅藻類を認める場合は明らかに溺

死であり，時に骨髄内にこれを発見する時は，特別の場

合を除き，その死因5）6）7）8）は溺死であるとした。

 明らかに溺死した人死体の多数について，その肺，溺

水，大循環系中の諸臓器（脳，肝，心，腎，脾，骨髄）

左右両心室及び心房血及び大動脈血等の多くの検体につ

いて検索したものは少ない。そこで私は東京都内の海，

河川及び二等において明らかに溺死した人死体言は溺死

したと推定される人死休の諸臓器中の硅藻類その他のプ

ランクンについて詳細に検：凹し，更に動物実験をも併せ

行って知見を得たのでここに報告する。

       2．実 験 材 料

 1．都内各河川，海，その他において発見された三后

2週聞の新産児から64歳に至る迄の男女水死体18例を解

剖により脳，肺，肝，心，腎，脾，及び骨髄（大腿骨，

胸骨等）を採取して10％フォルマリン水に固定，一週間

以内に実験に供した，又一部症例においてはこれらの臓

器の他に右心血，左心血および大動脈血を予め蒸溜永で

清浄にしたガラス用器中に穿刺により採取し，そのまま

実験に供した。

 2．動物実験には2， OOOg内外の雄ウサギを用い，こ

れは目の荒い簸に錘りと共に入れて三宝寺池（水深約50

cm）に投下して溺死させた後，直ちに解剖し，人体に

おける野合と同様にして材料を採取した。尚ウサギは臓

器が小さいため，二羽をE群として実験に供した。

       3． 実 験 方 法

 材料にはすべて湿性壊機5）を施し，鏡検によりプラン

クトンの検：出を行なった。

 すなわち第1図に示すように解剖時採取した諸臓器及

び血液等をそれぞれ109とり細挫してそれを別々に

Kjeldahl K：01benの大型のものに入れ約10～20ccの

発煙硝酸を漏斗を通して滴下，臓器が殆んど溶解するの

を待って，同：量の濃硫酸を同様に滴下，白色の混濁液と

なった処でさらに3％過酸化水素：水を加えて透明な液と

した。尚臓器溶解が困難な場合には之を重湯煎上で加温

（100。C迄）しながら壊機した，つぎにこの壊機により

得られた透明液全部を1分間4，000回転，5分間で遠沈

Ritsu TAMmu （Department of Legal Medicine， Tokyo Women’s Medical College） Studies on Plank－

ton in the internal organs of drowned persons and rabbits．
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1－A．．9

A：容量100以上の硬質ガラス製コルベン
B：系田挫せる検：体

C：目盛付漏斗
：D：コルク栓（銀箔を巻いたもの）

E：排気管
F：水浴（通常用いなくてもよい）

    第1図 湿性壊機法

第1表

し，その上澄を捨て，以后2回蒸溜水で：水洗しその沈渣

にヘマルム染色液（ヘマトキシリン）少：量を加えて混和

し0．1ccをとってスライドグラス上に滴下，カバーグ

ラスで被い鏡検し，プランクトンの大きさをMicro－

meterで測定，全視野のプランクトンの数を数えた。

一これにてプランクトンを発見しなかった揚合は更に

O． lccをとって同様に鏡検しこれでも発見されぬ場合を

非検出とした。

 又対照としての三水は20ccをとりそのまま遠沈1回

にて沈渣を鏡検した。

 尚実験操作中に周囲にあるプランクトンが混入し，誤

判せられるのを防ぐ為に，実験に用いる器具はすべて細

心な注意をはらって蒸溜水で清浄にし，臓器も同様，蒸

溜水で洗い，さらに汚染されたと心える表面の組織を全

部とりのぞいて用いた。

       4． 実 験 成 績

 1） 人死体プランクトン検査成績

 都内において発見された溺死体18例について諸臓器中

のプランクトンを検索した（第1表，2表参照）。

 事例1． （2月）25歳♂ 凱旋堀の水中で発見された

もので死后経過時間は約8日，災害死のうたがいで解剖

されたが後で自殺が確認された。

剖検所見：左胸腔内には暗赤色液を貯溜し左肺容積は

大であり，表面は凹凸に富み，両側肺臓は共にうつ．血

性，水腫状を呈し，更に胃内容も水墨性であり，溺死の

所見を呈している。

         る溺死入死体諸臓器に於けるプランクトン数

・・性鮪購1場所繋蕎脳肺肝畑谷脾骨髄嫡 遭 難
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6
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門    殺
災害アルコール3．8mg／cc

遺棄死体
災害アルコールO． 2mg／cc

災害アルコール0．96mg／cc

災害アルコール1．39mg／cc

自    殺
災害アルコール2．15mg／cc

災害アルコール2．12mg／cc

災    害
災害バケツの水

遺棄死体
災害’【ン350g遷Pt・P生窒、息

母 子 心 中

自殺，子宮癌萎縮腎

他殺，頚部圧迫

自    殺

母子心 中
陣率（％）1 6－ot61－16．317tl－6112． s13s． ollg． o133．31 o
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第2表．溺死人死体諸臓器におけるプランクト．ンの種類

’ No．

1

2

3

5

6

7

8

臓器
肝

肺

肝

骨髄

 肺

 腎

対照水

肺

心

腎

骨髄
輪

島

肺

回

心．

腎

脾

プラ・ク・・級ぴ大きさ（・）隊

Chlorophyseae （’ V0’ ~，70） i 2

Scenedesmus
Fragilaria

’Phaous

三脚類
Phacus

（ 60× 40）

（ 60X 50）

（ 80X 60）

一（250×175） ’

（400×200）

Chlorophyseae

饒脚類

（150＞く100）

（550×400）

Phacus

Phacus

Phacus
要脚類
Phacus

（600X 50）

（350×250）

（550× 30）

（275×155） ，

（739×117）

擁脚類．

Chlorophyseae一

（225×175）

（143×143）

Pinnularia

Fleurosigma

Fragilaria

Surirella ・

Cymbella

Melosira

Amphora ovalis

（650X 81）

（380＞く 63）

（523X 72）

（290×117）

（234× 72）

（153× 45）

（110X ’54）’

PinnulaTia

Fragilaria

MelosiTa

Chlorophyseae

Chlorophyseae

Phacus

Nitzschia

（126× 34）

（252× 63）

（ 90× ’11）

（ 72× 72）

（ 70×170）

（340× 57）

（430× 16）

1
1

1

1

，1

2

1

0

1

1

1
1

1

1

1

 1

 6

 2

・11

 4

 4

 2

2

4

1

1

1

1

1

No．

8

9

10

12

14

16

17

18

’4

11

13

臓器

対照永

脾

骨髄
腎

骨髄
 肺．

 肝

肝

対照水

 肺

対照水

肺

 肝

対照水

プランクトン名及び大きさ （μ）

’ Melosira

Fragilaria

Pinnularia

Amphora ovalis
Thalassiothrix
 longissima ’
Pleurosigma

Coscinodis’cus

Chlorophyseae

動物性プランクFン

その他

（577× 37）

（234× 45）

（277＞く 60）

（154× 90）

（636× 25）

（568× 30）

（426×422）

（IQ6X 91）

（540×323）

（135× 23）

Phacus・

Phacus

Phacus

Me．losira

tFragi’latiq．

Phacus，

（810× 67）

（100× 12）

（ 81× 20）

（640×180）

Melosira
Phacus （ 90× 12）

Melosira （603× 32）

’ Cymbella
Pinnularia

Cymbella
Eragilaria

（250× 70）

（650×180）

（210× 80）

（150× 50）

Fragilaria
Pinnularia

（180× 50）

（200× 45）

Melosira

原生動物

（ 90× 23）

o，

数

337

 3

 6

 1

 1

 2

 1

 4

17

 1

2

1

1

1

2

1

1
3

1

1

3

1

7

6

4

 1

100

1 ．o

卜・

14 1 1o

第3表溺死人死体諸臓器プランクトン測定値

種 類

Melosira

Fragilaria

Pinnuldria

Surjrella

Amphora ovalis

Cymbella

Pleurosigma

Nitzschia ’，

Chlorophy＄．eae

Scenedesmus

CyanophYseae ．

？hacus

檎 脚 回

数

9

13

10・

11

．2

4

6

1

4

．1

1

11

4

最大長

153 （pt）

523

650

290

100

234

380

432

170

120

72

810

300

最：大巾

45 （pt）

72

90

117

54

72 ．

63

16

170

80

72

250

155’

 プランクトンは脳，肺，肝，．心及び脾について検索し

たところ肝にChlorgPyseae（70×70μ）’2個を証明し

た。

 事例2．（3月目．31歳♂ 死后経過時節約10時間。職

業は人夫で日頃から焼謝をのみ暴れ回る習慣羽あり，道

路脇の溝に落ちて死亡しているのを発見されたが災害に

よるものであった。

U検：所見：肺は凹凸性に富み水腫状，気管支内には淡

．黒色液を容れ，右胸腺炎及び同肺尖部紳節を認めた。脳

：軟膜呼奉腫性でi肝う．？tt，、胃＊tw肥厚を認めた。又血

．中からエチールアルフール8mg／ccを証明した。 プ．ラ

．シクトンは脳，肺，肝，心，腎，脾及び骨髄について検

索したところ，肺に．Scenedes卑us（60×40μ），．Fragi－

1aria（60×50μ）をそれぞれ1個，肝に亭亭類（250×

，170Pt）及びPhacus （80×60μ）をそれぞれ1個，骨髄

一1 2026＝一 ：一一
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にPhacuse（400×200μ）1個を証明した。

 事濁3．生后2週間♂ 死后経過時間約5日聞，野間

堀川を漂流していたもので遺棄死体と思われる。死后変

化高度で諸臓器は略々泥状化しその所見の詳細は不明で

あるが，麟，肺，’肝，心，’腎脾及び骨髄からプランクト

ンの存否を検索したところ，腎から三脚類（550×400μ）

1個を，肺より緑藻類（150 ×100Pt）2個を証明できた。

 事例4．（4月）22歳3 同僚と飲酒，泥酔し行方不

明となっていた所，洲崎川筋で死体となって発見された

もので災害死である。死日経過時間は約5日であり，死

后変化は梢々高度である。

 剖検所見：左右肺には高度のうつ血があり組織学的に

は水腫及び肺胞内にアメーバ，泥状汚物等を認めた。脳

軟膜，脳実質，肝，脾，腎及び膵等の実質臓器にもうつ

血があり，心筋脂肪化，左右副腎のリポイド減少等を認

めた。又血中からエチールアルコール2． 2mg／ccを証明

した。プランクトンは脳，肺，肝，心及び腎について検

索したところいずれも臓器においても証左し得なかっ

たQ

 事例5．（6月）31歳♂ 1カ月前から元気がなかっ

たが，1晩帰宅しなかったところ，隅田川で発見された

もので死后経過時聞は約35時闇で災害死であった。

 剖検所見：血液は全く流動性，肺胞内及び気管支内に

多量：の水溶液を含み，小異物も多少混在している。脾は

貧血薯明で毒物は胃内容からは証明されなかったが血中

、からO． 96mg／ccエチールアルコールを証明した。プラ

ンクトンは脳，肺，肝，心，腎，脾及び骨髄等について

検索したところ，肺においてPhacus、（600×50μ）11個

を，心においてPhacus（350×250μ）1個，腎におい

てPha℃us（550×30μ）1個及び擁脚類く275×155）’1

個を，骨髄においてPhacus（739×117）1個を発見で

きた。

 事例6．（6月）56歳♂「隅由川を漂流中発見された

もので災害死である。死后経過時間は約2日である。』

 剖検所見：左右胸腔液にそれぞれ貯溜液350ccがあり

’一狽ﾉ線維素線維性癒着，肺水腫，肺気腫があり，その

他脾の縮少貧血，腎貧血があり，心外膜下及び喉頭粘膜

下に盗血点を認め，冠状動脈は粥状硬化がある。血中よ

りエチールアルコ．一ル1．39mg／ccを証明したσ．プラン

クトンは脳，肺，肝，心，腎；脾及び骨髄について検精

したところ，肺にお‘いて擁脚類（225×175μ）1個を1

腎においてCyanophyseae（143×143μ）、1個を証明．し

たが硅藻類は発見されなかつ．た。「

 事例7：（61月．）一歳♂ 荒川に投身自殺したもので

死后経過時間約30時間，死后変化高度で，内臓諸臓器も

質欺高度なため解剖所見の詳細は不明であるゐ・尚プラ．ン

tクあン哲脳，肺，．肝，心，．腎，脾及び骨髄につu・て検索

したところ，肺においてのみ．Pipnul．aria（650侶81μ）

1個，』1Pleurosigma（380～63μ）6個， Fragi］aria（523

×72μ）2個，Surirella（290 x117μ）11個， Cymbella

（234×’72μ）4個，Melosira（153×45μ）4個及び

Amphora ovalis（110×54μ）2個の硅藻類を発見した

が，他の臓器からは発見されなかった。

 事例8 （8月）54歳♂ 税関堀で発見されたもの

で，死后経過時間は約24時間，酩酊中の災害死したもの

である。

 剖検所見：、血液は暗赤色流動性で口腔及び鼻腔より暗

赤色液多量を洩らし，左右肺には肺永腫及び気腫うつ血

を認め容積は大である。又腎，脾にもうつ血がある。な

お胸腺は実質性である。尚血中よりエチールアルコール

2．15mg／ccを証明した。プランクトンは脳，．肺，肝，

心，腎及び骨髄について検索したところ，肺において

？innularia ．（126×34tLt） 2 （ee， Fragillaria （252×63ict）

4個，Melosira（90 x11μ）1個の硅藻の他にChloro－

physeae（72 x72μ）1個及び腎においてPhacus（340

×57Ac）1個日，脾においてNitzsch｛a（432×16μ）1

佃を，心においてChloroPhyseae（170×16μ）1個を

証明した。

 事例9 （8月）38歳♂ 焼配6合位を二人で飲み大

田区大森町の下水中に倒れ，約3分後に救出されて，胃

洗瀞施行，その他の治療をうけたが，約2時間30分后死

亡した。

 剖検：所見：三后経過旧聞13時間，血液は暗赤色流動

性，脳軟膜は充血し，．右側頭部挫創，右側頭部筋膜海蜷

．が同筋肉内出血があり，左右肺には水腫，気腫があり，

凹凸性であり定型的な溺死肺の所見を呈している。肝，

脾，腎及び膵に貧血がある6尚血中よりエチールアルコ

ール2．’ P2・ng／cじを証明した。プランクトンは脳，肺，

肝，心，腎，脾及び骨髄について検索したところ，肺か

らは証明されなかったが脾においてPhacus 2個，骨髄

．において’Phacus 1個を証明できた。

 事例10．．・「．（8月）64歳♂－六郷川で発見されたもので

災害による溺死であるδ’1

 剖検所見：後頭部には浴没骨折1個，右側頭筋肉出

血，左右前頭葉，左側頭葉に脳挫傷その他下口唇にも挫

傷があ．り；．これらは墜落時に受けた傷と思われる。左右

肺は膨大し凹凸に富み水腫性，気腫性で溺死肺の所見を

呈する。心臓は卵円孔がいまだ開存し，大動脈にはアテ

、P一ム変性がある。腎及び脾は貧血性である。尚胃内容

及び血中より青酸を，又血中よりエチールアルコールを

註明しなかった。プランクトンは脳，肺，肝，心，腎脾及

1び骨髄について検索したところ，肺においてFragilaria

（81x20μ）2個を証明し，肝及び腎からはPhacus（640
．． ﾕ180μ及び810 × 67，tt）∫脾か．らはし．Melσsirq’（100×12

．Pt．）．それぞれ1個を証明し，その他の臓器か．らは発見さ

れなかった。
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 事例11．（9月）9ヵ月♂ 幼児が室内においてあっ

たバケツの水に顔を突込んで溺死したものである。

 剖検所見：左右肺は水性肺気腫にして，肺胸膜下及び

心外膜下に盗血点がある。卵円孔はまだ開存している。

肝，腎及び脾にうつ血がある。プランクトンは脳，肺，

肝，心，腎及び脾について検索したところ，何れの臓器

からも証明されなかった。又対照としてバケツの水を検

索したがプランクトンは証明されなかった。

 事例12．（10月）・新生児（生后1日内外）♀ 神田川

を漂流しているのを発見された。死后経過時間は約6日

内外である。

 剖検：所見：死后変化卑しく高度で，諸臓器は半ば泥状

化している。肺胞は開解し，肺浮遊試験は陽性で生産児

であった。血液は暗赤色流動性である。プランクトンは

脳，肺，肝，心，腎，脾及び骨髄について検索したとこ

ろ，肝からMelosira（90 ×12Pt）1個及びPhacus 3

個を証明した。

 事例13．（12月）70歳♂ 右眼失明の水上生活老でコ

ップ酒一杯を飲み，船から岸へ上る途中，芝浦川に落ち

たが，水は浅く，直ちに助けられた。しかし次第に息苦

しくなり強心剤注射等の手当を受けたが，約1時間20分

明に死亡した。死路経過時間は約27時間である。

 剖検所見：肺はうつ血及び水腫があり溺死肺の所見を

呈している。脾は萎縮し，軽度の心肥大（重さ350g）

冠状動脈の硬化が認められる。肝，膵及び腎は混濁し，

脳には浮腫及び右レンズ核の幽明性軟化巣があり，心外

膜下卑び肺胸膜下に少数の盗血点がある。尚血液は暗赤

色，軟凝性であり発病より死亡まで相当時間のあった事

を示している。死因は遷延性窒息死と呪えられる。プラ

ンクトンは脳，肺，肝，心，腎及び脾について検索した

ところいずれの臓器からもプランクトンを発見できなか

った。

 事例14．（3月）7歳♀ 母子心中で母親が本屍を道

連れに隅田川支流の三川（墨田区緑町）へ入水，自殺し

ょうとしたところ，母親は助けられ本四のみが濃出船の

バケットに引っかかって死亡しているのを発見された。

死亡経過時間は約5日間である。

 剖検所見：肺は水性肺ξ裡，気管及び気管支内には泥

永を容れている。血液は暗赤色流動性で，諸臓器のうつ

血が認められ定型的な溺死の所見を呈していた。尚他殺

の疑をもつて胃内容及び血液の毒物の存否を検したが証

明されなかった。プランクトンは脳，肝，脾及び血液に

ついて検紫したところ，何れの臓器からも三明できなか

った。又対照永からはMelosira（603×32μ）1個を発

見した。

 事例15．（5月）70歳♀ 子宮癌でX線深部治療を受

けている患者であったが前途を悲観し隅田川：麦流の逆川

（板橋区志村）に投身自殺したものである。死恥経過時

間は約9時聞である。

 剖検所見：左右両肺には気腫及び水腫，血液は暗赤紫

色で凝固性が低下し肝うつ血を中等度に認められ，溺死

の所見を呈している。又子宮は癌性変化があり，心及び

肝は禍色萎縮，腎は動脈硬化性萎縮，即ち子宮癌ならび

に萎縮腎等の致命的な疾患があったが，死因は溺死であ

る。プランクトンは肺，肝，心，腎，脾及び大動脈血に

ついて検索したどころ，いずれの臓器からも発見されな

かった。

 事例16．（9月）16歳♀ 荒川で仰向けになって漂流

しているところを発見されたものであるが，解剖ならび

に諸種検査の結果，頚部圧追による他殺であることが判

明した事例である。死闘経過時聞は約10時間である。

 剖検所見＝眼瞼及び眼球結膜には半粟粒大の溢血点多

数散在し（他の窒息に比し，溺死では一般に溢血点が少

ない）。口は閉じ舌尖は歯列の前方にある。足礁の皮膚は

灰白色で鐡奨に富み，浸漬現象を呈している。顔面は暗

赤褐色調強く，、溢血点が散在している。前頚部において

長さ4．Ocm，巾1． Ocm大の表皮剥脱（生前死后の別不

詳）前胸部において胸骨軽々中央部に胡桃大の表皮剥

脱，左内肘部及び左前腕内側にわたる長さ約12． Ocm，

巾約4．Ocm大の表皮剥脱それぞれ1個あり，検案時の

所見では溺死か絃頚，拒頚等の他殺によるものか不詳で

あった。

 剖検所見：眼瞼及び眼球結膜には米粟粒大の溢血点が

多数顔面のうつ血及び盗血点多数更に顔面のうつ血及

び盗血点があり，頚部には右側頚部から左側頚部にいた

る巾約0．8cm，帯状の表皮剥脱があり，頚部軟部組織

闇内（特に甲状軟骨左側部）には栂指頭大の出血がある

（生前の創傷），気管及び気管支内には志士を入れ，水性

肺気腫及び水性肺水腫が認められた。膣及び子宮頚管内

に形態完全な精子を証明した，プランクトンは肺及び肝

においてのみ検索したところ，肺からCymbella（250

×70μ）1個及びPinnularia（650x180μ）3個を証明

したが肝からは証明されなかった。尚対照水からは同じ

くCymbella（210×80μ）1個及びFragilaria（150×

50μ）7個を証明した。

 事例17．（7月）50歳♀ 品川区の目黒川に投身自殺

したもので死后経過暗間は約12時聞である。

 剖検所見：右側頭部に挫創，血腫及び陥没骨折があ

り，その他の四肢に小擦過傷及び打撲傷が多数認められ

た（これらの創傷は投身時に強固な物体にぶつかって生

じたものと思われる。）左右肺には水性肺気腫があり，表

面は凹凸性である。肝及び腎にはうつ血があり，子宮は

導出されている。プランクトンは肺，肝，心及び牌につ

いて検：索したところ，肺からFragilaria（180×50μ）

6個，及びPinnularia（200 × 45，ee）4個を証明したが，

そめ他の臓器からは証明できなかった。
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 事例18（12月）6歳♀ 母子心中で，母親及び2歳

の妹と共に，港区芝浦の堀割（海水）に投身したところ

を，直ちに救助されたが画期のみが救出時にすでに死亡

していた。

 剖検所見：死后経過時間約20時間，脳軟膜の血管には

中等度充盈がみられ心外膜下に盗血点がある。肺にはう

つ血があり，水腫性，気管：陣内灰白色細小泡沫多量を容

れている。肝，腎及び脾にもうつ血がある。プランクト

ンは肝，心，腎及び脾について検索したところ，肝にだ

けMelosira（90×23μ）1個を証明した。尚対照水から

硅藻類は発見されなかったが，原生動物（アメーバ類及

び繊毛虫類300×80μ等）100個を証明した。

 以上，検索した溺死入死体諸臓器から発見されたプラ

ンクトンの種類及びその大きさは（第3表参照），Fragi－

Iariaが13個で最も多く，長さではPinnulariaの（650

×81μ），巾ではSurirellaの（290×117μ）が最も大き

かった。発見率を比較すると（第1表参照）肺が56．3％

で最も多く次いで腎35．0％，骨髄33．3％，肝28．oo／e，脾

エ9． 0％及び心ユ2，5％の順になっている。脳は14例につい

て検索したが，1例も証明することはできなかった。

 2） 溺死ウサギ実験成績

 溺死ウサギ3例について各諸臓器のプランクトンを検：

索した結果第4』，5表に示すように，第1例では肺が最

も多くMelosira（402×86μ）88個， Thalassiothrix

Frauenfeldii（798×75μ）1個， Gomphoncina（322

×44μ） 4個，Fragilaria（18〔～×51μ）50t固， Pinnularia

（912×238μ）16個，Navicula（190 x 60μ）11個，

Eunotia（170×35μ） 1個， Amphora ovalis．（230×

130μ）1個，・Thalasiothrix longissまma（672 × 40，ct）

1個、その他（100×70μ）1個，計174個を，脳にPhacus

．（300×100μ）1個を，脾にPhacus（150×22μ）1個

を，左心血にPhacus（600 x 146μ）1個，その他（150

×20μ）1個を，大動脈血にMelosira（728 x 30，ct）1

個を，骨髄からPhacus（260×75μ）1個．を証明した

が，肝，心，腎及び右心血からは証明できなかった。又

対照水から｝まSurireUa（203×19μ）1値1， Chioro－

phy5e鈴（180×180pt）．2個，．Phacus（365×45，et） 1個

及びその他（180×35μ）1個を証明した。

 第1例は，対照水からはMelosira（240×15μ）1290

個，Furgilaria（14G×15μ）1110個， Surirella（90x

25μ）30個，Navicula（55 x15μ）60個， Thalassiothrix

longissima（275 × 25Pt）650個， Cymbella（75 x 20Pt）

30個，Gomphonema（75×25μ）60個， Eunotia（50×

10ec）30個，総計3220個を証明し，肺からもMe］osi「a

（200×10μ） 1ユ40個， Fragilaria （50×25μ） 368イ固，

Pinnularia（100 ×15Pt）220個， Thalassiothrix longis－

sima（250x10μ）66個，総計1734個を証明したが，そ

の他の臓器即ち脳，肝，心，腎，脾及び骨髄等からは全

く証明されなかった。

 焼網例は対照水からはMelosira（65×50μ）75個，

Pinnularia（475 x75μ）143個， Fragj laria（24Q×60μ）

85個， Navicula（175×35μ） 3イ固， Sul：irella （280×

100μ）10個，Thalassiothrix longissima（300 x 15μ）

3個，Cymbella（150×40μ）5個， Amphora ovalis

（110×75μ）3個，Gomphonema（150×遭5μ）5個，

総計4332個を証明し，肺からもMelosira（55×35μ）

184個，Pinnularia（260×35μ）155個， Fragilaria（130

×．140μ）107個，AmPhora ovalis（125×65μ）1個，

Surirella（150×60μ） 2個， Eunotia（70×15μ）1個，

Thalassiothrix longissima（270×10μ）1個， Gom－

phonema（195×30μ）1個， Navicula（175琴35μ）2

個，Thalassiothrix Frauenfeldii（290×10μ）2個，

計456個，肝においてはT坤lassiothτix Fra聖nfeldii

（260x80μ）1個，総計457個のプランクトンを証明し

たが，その他脳，心，．腎，脾及骨髄においてはいずれれ

も証明できなかった。

 以上検索した溺死ウサギ諸臓器から発見されたプラン

クトンの種類及びその大きさは（第5表参照）Melosira

が1412個で最も多く，最大長及び最大由はPinnularia

（912x238μ）であった。

第4裏溺死ウサギ諸臓器におけるプランクトン検
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、水死体からプランクトン特に硅藻類を検出して溺死を

証明する方法は前述の如く古くから行われてきたが，溺

死を証明する方法として完全なものとは老えられない
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で，単に参老にしかならないものであった。

 しかし各諸臓器をプランクトンの介入をさけて細心の

注意の下，．所謂無菌的と同じ卜え方で検索した友永5）の

研究に．よb溺死の場合は水中での呼吸作用により肺胞壁

毛細管を通じて導水を血中に流入せしめ，それが全身を

循環することによって：水中の異物も共に全身に分布され

                 もるので水中異物としての硅藻類を検索したところ，死后

水中に投ぜられたような揚合でも自然の水圧により肺，

胃，十二指腸内等に軽骨が浸入するが，その他の臓器に

は侵入し得ない。特に骨髄に迄侵入することがあり，こ

の様な場合は白骨死体でも溺死を証明することができた

といっているQ

 戦后ドイツにおいてもこの方面の研究発表がありB．

Mueller・und D． Gongs2）は肺末梢部及び腎，沖州の大循

環系臓器から凍結切片により硅i類を発見しF．Timm

及びW6ihiglo）及びPfanzは組織化学的に腎，肝，、

脳，筋肉，脾，心筋甲状腺及び横隔膜等から証明し，次

いでB．Mueller11）は肺末梢部，肺中心部及び肝基底部

から臓器を採取し硫酸及び硝酸で壊下し鏡検により検索

し，動物実験では白蛍の心臓血，肝，脳心筋，腎等につ

いて検索し，L．．Tamaska16）は1947年骨髄10例からプラ

ンク｝ンを発見しIncze及びTama＄ka14）15）等は血中

のプランクトンについて観察している。四更に，1956年

W．Naeveig）は大循環中に於ける硅藻証明と題し400g

内外の多量の肝，腎並びに心臓血等について検索し，

1957年Einbrodt16）は位相差顕微鏡を．用いて肺の硅藻

類について追求している。

 東京都内における水死体18例の検査成績を総括すると

第1袋に示すように，最：も多数のプランクトンを証明し

た臓器は肺の56．3％で溺水が最も多く侵入する臓器なの

で，ひに多く証明するのは当然である。然し溺死の如

何に拘らず死体が永中にあればプランク下ンを証明でき

る臓器であるから死因決定の証明にはならない。次に多

いのは腎の35％で他の諸臓器中で最も多くなっているが

これは比較的太く短い血管が大動脈から分枝しているの

欝易にプランクトンが侵入し得るためで1まないかと老

えられる。又逆に脳からは1例も発見されなかったが，

脳は細く長い血管を通過しなければならないのでプラン

クトンの分布が容易でないものと蓄えられる。ウサギ実

験（第4表参照）では肺に非常に多数のプランクトンを

証明しためみで，他の臓器からは脳3例中1例に僅かに

1個のPhacusを証明したのみであった。この発見率

における人死体例との差異は全く不明である。肝からは

28．0％の割合でプランク｝ンを証明したが，発見率は腎

よりも少く内外の文献では殆んどが検体臓器として肺及

び肝を選んで検索しているがプ私の検：査例では肝より腎

’に有意の差がみられた。それ故プランクトンを検索する

・揚合には大循環系の臓器と「レて，先ず腎の方を選んだ方

がよいのではないかと老えられる。又骨髄は事例が9例

しかなかったが3例にプランクトンを証明し比較的高い

発見率を示した。しかしウサギ実験例では1例にのみ発

見された。これは人死体の揚合と異り，非常に検体が少

量であるため発見されなかったものか，或は何等かの原

因によ．り，他の臓器と同様に発見されなかったものと老

えられる。心筋は12．5％でして最も肺に近いにも拘らず

発見率は少なかった。ゴ Eサギ実験例でも3例中1例も発

見されなかった。又血液は人死体では2例について検索

し得たが少数例のためプランクトンの分布状態は不明で

あり，更にウサギ実験例では3例中1例においてのみ，、

左心血及び全血に証明したが，これも検体の量が非常に

少いので同じく血中の分布状態については不明である。

しかし血中から発見された例においては左心血，大動脈

血，脳，肺及び挙隅から証明されたにも拘わらず，右心

血に証明されなかったのは肺より吸入さ．れたプラングト

ンが肺及び左心室を経て大循環系を通り諸臓器に分布す

るが右心室にまでは到達し得ないうちに死亡したもの

か，或いはプランクトンの量が四阿中に次第に少なくな

って発見されにくくなってきたものか，そのいずれかで

はないかと繕えられる。脾は16例中3例で19％の発見率

を示したがウサギ実験では1例も発見されず血中の揚合

と逆になっている。3例中2例は脾に貧血を，1例はう

つ血を認めプランクトン発見率は脾においては血液の含

有量との関係は認められなかった。しかしいずれにして

も脾，心等は脳及び血液と共に発見率の少ないものと老

えられる。

 次に人死体から発見されたプランクトンの種類は都内

各河川，池及び海等のそれと殆んど同種類のもので特に

Melosira， Fragilaria， Pinnularia等の硅藻類が多く，

少数ではあるが櫨脚類（動物性プランクトン）や緑色藻

類が発見された。各河川，池及び海等の水からはこれら

の他接合藻類，原生動物等も発見している。ウサギ実験

例では対照水と殆んど同種類のもので友永の成績と一致

しプランク｝ンの種類は溺死揚所の推定に役立っものと

老えられる。又本法は硅藻類の検出を目標に臓器を壊回

したにも拘わらず，相当多種類のプランクトンを発見し

た。

 プランク5ンの大きさはPhacusの810μ（事例10，

腎）が最大長で最大巾は同じくPhacdsの250μ（事例

5，心）である。硅藻類ではPinnulariaの650×81μ

（事例7，肺）が最大長最大巾であるが，大循環系臓器

’ではNitzschia 432×16μ（事例8，脾）が最大長，最：

大巾で友永の最大長160μ最大巾100μに比し著しく

大きい。一般に大きいプラントは肺から発見されている

・が，このように他の臓器からも相当に大きいものが発見

されている。肺は溺没時に呼吸作用や自然の水圧により

肺胞迄は容易にプランクトンも侵入するので従って肺実
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質を壊下すればこれらのものも容易に発見されるものと

思われるが，その他に溺没時の呼吸作用により肺胞壁を

始め毛細血管や小」血管等が破綻21）するもので毛細管壁を

通過することなしに直接血管破綻部からも比較的大きい

プランクトンが血申に侵入し，硅藻類では長さは400μ

以上に及ぶものもあったが巾は比較的小さいことから老

えて，巾さえ広くなければ，長さは相当に長いものでも

1血中を循環することが可能ではないかと思われ一部のプ

ランク｝ンでは変形により更に小血管等に直接入って了

えば侵入部位毛細血管の口経に比し相しく大きいプラン

クトンが血中を循環し得るものと老えられる。

 次ぎに対照潤すなわち岬町から発見されたプランクト

ンと臓器から検出されたものとを比較してみると，事例

3の月間堀川の遺棄死体では肺から藍色藻類を，腎から

饒脚類それぞれ一個を検出しているが対照水からは全く

プランクトンを発見できなかった。これはプラ7クトン

の含まれる割合が少なかったので発見されなかったもの

と老えられる。又事例8は飲酒后災害により税関堀にて

溺死したものでこれは肺以外に腎，脾及び心から証明し

ているが，対照水からはMelosira， Fragilaria， Pinnu－

laria， Amphora ovalis， Thalassiothrix longissima，

Pleurosigma， Coscinodiscus等の硅藻類の他に動物性

プランクトン，Chlorophyseae及びその他総計373個を

証明しその最：大長及び最大巾はそれぞれ636μ及び422

μであった。しかし人死体から発見されたものはMe－

losira， Pinnularia， Frag三laria， Nitzschiaの他に

Chiorophyseae及び対照水には認められなかった。

Phacus 1個総計11個を証明したのみで，その最大長は

脾におけるNitzschiaの432μ，最大巾は心における

Chlorophyseaeの170μである。事例11はバケツの：水

で乳児が溺死したもので伊野及び死体から全くプランク

トンを発見できなかった。事例14は母子心中にて隅田川

支流の堅川に投身した7歳の小児であるが対照水からは

Melosira（603 x32μ）1個が証明されたのみで入死体

からは全く証明されなかった。事例16は頚部圧迫直下水

中に投ぜられたもので死因は頚部圧迫による窒息死であ

るが肺からCymbella 1個， Pinnularia 3個を証明

し，対照水からはCymbeila 1個， Fragilaria 7個を

証明した。尚肺及び対照永に発見されたCymbellaは

皆々同大のものである。以上5例中3例は対照水に殆ん

どプランクトンが含有されていないもので従って数が僅

かであるため人死体からも発見されなかったものと思わ

れるが，1例は対照水373個のプランクトンに対し，人

死体では11個のそれを発見し，発見部位の大部分は肺で

あった。新沢19），福田20）及び新沢21）他は特に肺において

は溺水中のプランクトンより多量：のそれを含有している

といっているが，秘の例では特にその様な成績は認めら

れなかった。又ウサギ実験例においては3町中2例に対

照水より多量のプランクトンが発見されているが溺水中

に含まれるプランクトンの種類，大きさ又は溺死時の身

体四条平等により種々の様相を呈し人死体と実験例では

一致しなかったものと老えられる。しかし人死体におい

ても殆んど対照水中に含まれるプランクトンのみが臓器

から発見されたことから前述のように溺死揚所の推定に

は大いに役立つものと老えられ，さらに溺死したと推定

される場所の気温，四温，pH，季節等の条件を老えて

再度に亘り呪水を検索すれば，さらに溺死時聞（昼間か

夜間か等）も或る程度判明するのではないかと老えられ

る。

 最後に以上18例の溺死した原因について分類すると最

も多いものは災害死9例（内飲酒せるもの6回目含む）

次いで自殺6例，邊棄死体2例及び頚部三二による窒息

死他殺例で溺死でないもの1例である。一般に大循環系

の臓器からのプランクトン発見率は自殺例より災害死の

方が良く，又災害によるものでアルコール飲酒の影響は

特にみられなかった。又プランクトンがいずれの臓器か

らも全く証明されなかった事例が5例（事例4，11，13，

14，15）認められたが，これは恐らく野水にもプランク

トンが余り含まれておらず（特に事例11及び14）気管支

や肺胞の中までさえも殆んど入り得なかったものか（事

例13は浅い川に落ちたが直ちに救出され，治療をうけて

いるうちに約1時間20分経過して死亡したので余り吸引

していない）或は事例13の様に心肥大があり，又事例15

の様に子宮癌，萎縮腎等があり血液循環を始め，その他

身体的障害のある揚合も何らかの影響を及ぼすのではな

いかと思われる。事例4は下水を調査できなかったため

明らかではないが肺からアメーバを証明したことから，

溺水は動物性プランク｝ンに富めるも硅藻類が少なかっ

たものか或は非常に多量がアルコールを証明したことか

ら全身状態に対し何らかの影響をうけていたものと老え

られる。

 次に今迄に検討されなかった事例について老察すると

事例2は肺を始め肝，骨髄にまでプランクトンが発見さ

れたがそれらは主に硅藻類以外のものであり，更に二水

は溝の水であることから老えてこれも硅藻類が溺水中に

少かったものと老えられる。事例3は高度の死后変化の

ため体裏面その他軟部組織の欠損部からプランクトンが

侵入することも考えられるので，腎に発見されたプラン

クトンが生前溺水の吸引によるものかどうかは不明であ

る。又骨髄からは発見されなかったので溺死か否かの判

定をプランクトン検索によってのみ決定することは困難

であった。事例5は災害死でアルコール少量：を証明，比

較的多くの臓器にプランクトンを証明できた。事例6も

事例5と同様災害死で多量のアルコールを証明したが少

数の臓器よりプランクトンを証明できた。事例7は肺に

比較的多量の硅藻類を発見したが他臓器に全くそれを三
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明することができなかった。故に本例の様に周囲の状況

から溺死であることが明らかな回合であっても肺以外の

臓器に迄プランクトンが分布できなかったか或は非常に

その含有量が少かったものと思われるが死后変化が高度

なるため解剖所見が不明で，特にプランクトンの吸入に

関連ありと老えられる肺胞壁附近の血管破綻の有無につ

いては検索できなかった。事例9は多量のアルコールを

飲酒して下水に溺没し直ちに救出されて胃洗條その他の

治療をうけたが約2時間30分后に死亡したもので遷延性

窒息死である特異な例であるが，肝及び骨髄等末梢に近

い臓器にプランクトンを発見したにも拘わらず，肺その

他主なる臓器に証明できなかった。これは恐らく死亡二

時聞がかかっているのでプランクトンが末梢の方迄充分

に侵入，分布できたが他方肺にはそれ以上溺水の侵入を

みなかった為ではないかと老えられる。事例10は溺没寸

前に頭部に外傷を受けていたが肺の下野，腎，及び三等

の諸臓器から少数ではあるがプランクトンを証明するこ

とができた。事例12は生産児の遺棄死体であるが死物変

化高度のため，解剖学的には死因が不明であり又肝から

プランクトンを発見できたがその他のいずれの臓器から

も証明できなかったので，死后変化高度のまま死体が水

中にある揚合には欠損部その配下表面の創傷等から臓器

内にプランクトンの侵入する可能性もあると思われるの

で，溺死か否かについてはプランクトンにより証明され

なかった。事例17は対照水は検索できなかったが肺から

比較的多量の硅藻類を発見したので，恐らく他の臓器か

らも発見されるものと増えられたが予想に反して全く証

明できなかった。これは死亡直前，すでに頭部に陥没骨

折を惹起するような外傷をうけているので，溺死するま

での経過が非常に早く，充分導水が侵入しないうちに死

亡したためではないかと考えられる。事例18は母子心中

の道連れで肺は都合により検：索されなかったが肝からは

硅藻類を1個だけ発見できた。これは溺水にはアメーバ

及び繊毛虫等の原生動物が大部分を占め，硅藻類が少な

かったためと考えられる。

        6． 結     論

 1．都内において発見された水死体を検索したとこ

ろ，最も多数のプランクトンを発見した臓器は肺の56．3

％で，次いで腎の35．0％，骨髄の33．3％，肝の28．0％，脾

の19．0％，心の12，5％の順であり，脳および血液からは

証明されなかった。故に検索すべき臓器として先ず肺及

び腎を選んだ方がよいと思われる。

 2．人死体から発見されたプランクトンの種類は

Melosira， FragilariaおよびPinnularia等の硅藻類

が多く都内各河川，池および二等で発見されたものと同

種類が多い。

 ウサギ実験例ではウサギ臓器から発見されたものは対

照水と殆んど同種類のものであり，又同一町所の水でも

季節，天候，時刻その他の状況によリプランクトンの種

類が異ることからプランクトンの検索により溺死場所の

推定に役立つものと考えられる。

 3．大循環系臓器中で最も大きい硅藻類はNitzschia

432x16μ（事例8）であった。この様に非常に大きい

ものが血中に入り得るのは溺没時に肺胞壁や血管壁が破

綻するので毛細管壁を通過することなしに破綻部から容

易に血中に入り得るものと考えられる。

 4．遷延性窒息では末梢部臓器に発見されやすい傾向

を示したがこれは二水吸引后死亡迄時間がかかっている

のでプランクトンが末梢の方迄充分に侵入するが肺から

はそれ以上の二水の侵入がないため肺その他中心部の臓

器に発見されなかったものと老えられる。

 5．プランクトンの証明に対する飲酒の影響は特に認

められなかった。

 （本論文の要旨は第22回東京女子医科大学々会及び第

21回関東法医懇話会で口演したものである）
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いただいた平瀬文子講師並び東京練馬病院堀P文博士に
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   田村論文附図
附図1 入死体から発見されたプランクトン
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       田 村論文附 図

附図1 家験実兎から発見されたプラ！クト／
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